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暖房用のエネルギーは地域により都市で 0～ 8.7GJ/年，農村で 0～ 7.7GJ/年，
調理・給湯用は，都市で 0.9～ 11.3GJ/年，農村で 2.8～ 17.7GJ/年と顕著な
地域差が存在することなどを明らかに した。  
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の PM2.5 排出量が，都市より 10 倍近く多いことが分かった。また，都市で
は，暖房起源の排出量が調理・給湯起源より約 2.5 倍多く，農村では，調理 ・
給湯起源の排出量が，暖房より約 3 倍多いことが分かった。  
第 5 章では，利用した微環境個人曝露モデルについて説明した。本研究で
は ， ① 厨 房 ， ② 暖 房 を 使 用 す る 居 間 や 寝 室 な ど の 室 内 ， ③ 照 明 (石 油 ラ ン プ
な ど )を 使 用 す る 居 間 や 寝 室 な ど の 室 内 ， ④ 汚 染 物 質 発 生 源 の な い 室 内 ， ⑤















































2. 得 ら れ た 家 庭 部門 で の 用 途 別 ・ 燃料 種 別 の エ ネ ル ギー 消 費 量 か ら 大 気汚
染物質の発生量を推計し，そのうちで屋内へ直接排出される量から，屋内で











個 人 曝 露 モ デ ル に よ る 曝 露 濃 度 推 計 の 二 段 階 で 定 量 的 に 把 握 す る 手 法 を 提
案したものであり，学術上，実際上寄与するところが少なくない。よって，
本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また，平成
27 年 8 月 21 日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申
請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認め
た。  
 
